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東北管内でのスマートサポートチームの今後の取組
テラスマイル株式会社
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テラスマイル（株）

【概要】
デジタルマーケティングを農業経営に応用し、

データのスムーズな可視化・予測・試算が可能な
経営分析サービスを提供。九州地域から次第に
全国に活動の幅を拡大中。

農業者が蓄積する 様
々な形式の経営データ

ICTデータの自動整形と
多面的な経営分析・予測

【サービス内容】
○ 農業者の蓄積したデータを可視化するだけでなく、単収・所得目標に応じた

経営指針との比較分析が可能なサービス「RightARM」を提供。新たに、農業
者のデータを自治体、JAと共有しながら、地域単位で幅広い比較分析を行う
ことにより、高収益産地形成への貢献が期待できる 「RightARM EX」が令和
4年2月に登場。

自治体、JAと連携して、産地内の
営農データの比較分析等を実施

データ分析・コンサル

分析レポートや成績表を活用
した新たな営農支援

JA岩手ふるさと ピーマン専門部

JA岩手ふるさと 園芸部

奥州農業改良普及センター

県南広域振興局農政部

岩手県農業研究センター

岩手県農林水産部農業普及技術課農業革新支援担当

スマート農業実証プロジェクト（宮崎県他）において、データ活用型産地
育成に成果を挙げている農業支援サービス企業

ピーマン産地（生産者327戸、作付面積39ha）

スマートサポートチーム 支援を受ける産地

支
援

支援

宮崎県等におけるスマート農業実証プロジェクトで成果を挙げている農業支援サービス企業のテラスマイル㈱を中
心に、産地側の関係機関が参画し、データ活用によるピーマン産地の課題解決を支援

スマ農PJ実施グループの概要
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現状と課題（JA岩手ふるさと様）

1.生産者327戸、作付面積39haと県内有数のピーマン産地

2. 生産者の高齢化に伴う離農や規模縮小などが進展しており、今後の産地の維持・発展に向け、
現状分析（深堀）や将来予測などが必要

3. 支援機関段階では、若手の職員が多いこと、日々の指導・集出荷業務に追われるため、産地に
関する情報の体系的な収集やデータに基づく課題の分析が不十分

4. 生産者段階においては、病害の発生等による収量の減少や、大規模経営体における労働力不
足による作業遅れ等が課題

5. 環境モニタリング機器等は一部に止まるなど、「勘と経験」に頼った栽培管理が大半であり、情報
の可視化が進んでいないことから次世代への技術・経営継承が困難

6. 日々の作業が優先されるため、データの収集・活用に対する必要性、有効性の認識が不十分と
なってしまうことも、データ活用を含むスマート農業技術の導入を阻害する要因になっている
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活用支援の具体的内容
① 場所：奥州市胆沢

概要：ピーマン団地、ハウス8棟
年齢：30代

② 場所：奥州市水沢
概要：ハウス27棟
年齢： 30～40代

③ 場所：奥州市前沢
概要：ハウス2棟
年齢：30代

④ 場所：金ケ崎町
概要：ハウス2棟
年齢：30代

⑤ 場所:奥州市衣川
概要：ハウス3棟
年齢：30代

活用支援内容

・奥州地域におけるピーマン栽培農家の現状分析・課題の整理、
導入効果の試算を行い、試験的にテラスマイル（株）のデータ
収集・分析システム RightARM for Ex（施設版）を導入する
ことで、スマート農業技術導入効果の把握を行う。また、必要に
応じてデータ取得に向けた環境モニタリング機器等の導入を行う。

・対象件数は5件、経営類型は施設型ピーマンである。データ活
用に意欲的な若手の農業者を想定。自家育苗を試験的に始め
ている若手グループや、1ha近い面積をもつ農業者もいる。

対象経営体



スマート農業技術の導入における導入プロセスの確立
実証農家においては、営農・経営に関する情報の見える化が実現し、見える化したデータを

活用する視点・能力が身に付き、生産・経営改善の取組が進展
⇒ 産地内の他の若手農家等へのデータ活用の取組が波及することも期待

産地ＪＡ、普及センター等の指導機関では、生産者のデータを踏まえた営農指導の高度平
準化、営農指導資料作成の省力化

⇒ 得られた知見を踏まえた営農指導の展開により、他の農家等への指導の高度化も期待

・実証産地（JA岩手ふるさとピーマン専門部会）

実証産地での取組経過、成果等を踏まえ、データ活用に向けた産地支援手引書（指導
者向け：R6年2月）の作成や成果報告会を予定

⇒ 他の産地においても、データ活用に向けた機運醸成、取組進展が期待

・他の産地

期待される効果
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全体の取組骨子
R4年度 R5年度

機関名 R4
11月

R4
12月

R5
1月

R5
2月

R5
3月

R5
4月

R5
5月

R5
6月

R5
7月

R5
8月

R5
9月

R5
10月

R5
11月

R5
12月

R5
1月

R5
2月

コンソーシアム全体

テラスマイル
株式会社

岩手農業研究
センター

奥州農業改良普及
センター

岩手県農林水産部
農業普及技術課

岩手県県南広域
振興局

JA岩手ふるさと

・データ活用サービスの実装
・データ活用技術指導・現状分析

・目標設定
・手引書作成

・データを活用した経営・技術支援

・手引書作成

・産地育成指導

・データを活用した技術指導

・関係機関との連絡調整、広報

・産地育成指導

支
援
計
画
確
定

・打ち手検討
・導入効果試算

・現状分析
・目標設定

・現状分析
・目標設定

・現状分析
・目標設定

・打ち手検討
・導入効果試算

・打ち手検討
・導入効果試算

・打ち手検討
・導入効果試算

・現状分析
・目標設定

・打ち手検討
・導入効果試算

・導入効果把握

・導入効果把握

・導入効果把握

・導入効果把握

・導入効果把握

Kick
off WS WS WS WSWS WS産地

視察
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全体の取組骨子

11

• R４年度では、経営課題の解消に有効・効果的な指標（KPI）の選択を行う。スマサポ（テラスマイル）はJAと協力し、現状分析に
基づく導入効果の試算（KPI達成によるメリットと導入コストの試算）とアドバイスを行う。

• R5年度（R5年4月～R6年2月）では、R４年度の仮説をもとに、データ管理のための最適環境設定（技術やシステム及び器機類の
導入含む）、効果的な運用体制の検討、実証を行う。実データを活用した目標の達成を目指す。

令和4年度 令和５年度

３）想定される実地指導のスケジュールの詳細
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取組骨子（R4年11月～R5年３月）

12

• 岩手ふるさと農協ピーマン専門部の生産者をモデルとし、産地として抱える課題を深堀し、解決のためのデータ活用を目指すため、対象
生産者およびJA岩手ふるさと営農指導員を対象としたワークショップを行う。

• 経営課題の解消に有効・効果的な指標（KPI)の選択を行う。
• スマサポ（テラスマイル）はJAと協力し、現状分析に基づく導入効果の試算（KPI達成によるメリットと導入コストの試算）とアドバイスを

行う。
ワークショップのテーマと開催内容
第一回テーマ：現状分析と目標設定 第二回テーマ：改善のための打ち手検討
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取組骨子（R5年4月～R6年2月）

13

• 試験的にRightARMへのデータ取り込み（耕種概要、生育ステージ、収穫量のデータに加え、必要に応じ追加画面の構築を検討）
、対象生産者およびJA岩手ふるさと営農指導員を対象としたワークショップを行う。

• 経営課題の解消に有効・効果的な指標（KPI)の管理・達成のため、実際のデータを活用したPDCAを実施。
• スマサポ（テラスマイル）はJAと協力し、導入効果の把握（KPI達成によるメリットと導入コストの算出）とアドバイスを行う。

ワークショップのテーマと開催内容
第三回テーマ：実際のデータを用いた分析 第四回テーマ：結果振り返り
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第一回ワークショップテーマ：現状分析と目標設定

14

• 産地として抱える課題を深堀し、解決のためのデータ活用を目指すため初めにJA岩手ふるさおよび岩手県内での意識醸成統一を図ります。
• 岩手ふるさと農協ピーマン専門部の生産者を対象として現状課題の顕在化と持続的農業発展に向けた目標設定を行います。
•

実施内容

【ゴール】
現状分析を踏まえてJA岩手ふるさ
と・生産者内で課題認識が生まれて
おり、かつ共有されている状態

スマート農業の概論を学んだうえで、JA岩手ふるさと様で抱えて
いる課題、目指すビジョンの設定方法を学んでいただきます。講義
の中で、実際にワークシートで課題の抽出、改善の打ち手も検討い
ただきます。同じ進め方を生産者様向けにも実施いたします。

課題認識

の共有

【ゴール】
産地の農業発展に向け全体で組む
共通目標が定められ、改善に向け
モチベーションが高まっている状態

データ活用に重要な『目標設定』について、設定のための視点・フレ
ームワークを学んだあと、実際に目標設定を行います。

産地目標

の設定

進め方

2回に分けて実施します。
【1回目】
対象：JA岩手ふるさと営農指導員、県普及員
時期：令和4年12月中旬 （3時間）

【2回目】
対象：生産者を含む全体ワークショップ
時期：令和5年1月下旬 （3時間）

事前準備事項

JA岩手ふるさと

生産者

• 重点対象生産者の選定（内部選定）/11月10日
• 重点対象生産者の選定（生産者打診および了承）
• 生産者指導計画策定 （11月21日） ※スマサポチームにヒアリング協力
• 重点対象生産者への個別訪問による経営課題事前調査および圃場環境調査 ※スマサポチームへの同行
• 生産者への依頼事項に関する窓口

• 本事業についての説明、課題認識調査/11月9.10日
• 経営課題事前調査および圃場環境調査での情報提供

※調査項目については別途ヒアリングシートをご準備します。
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第二回ワークショップテーマ：改善のための打ち手検討

15

• 前回のワークショップ（現状分析と目標設定）では産地指導者としてJA岩手ふるさとが考える課題感および目標、生産者が考える農業経営の課
題感および目標が表出し、共通の目標および方向性の合意ができている。

• 目標を達成するために現状と目標のギャップを認識し、ギャップを埋めるために必要な重点実施事項と管理指標について定め、産地全体での成長を
目指す。そのためにデータを効率的に取得し振り返りをできる仕組みの構築を行う。

実施内容

【ゴール】
共通してPDCAサイクルで確認す
る管理項目（KPI)が設定でき、
日々の営農に反映できる状態

目標設定と目標管理の手法、現状を踏まえて、どのような改善策を
講じることができるか、実際のデータを用いて学びます。
そのうえで、産地目標を達成するために打てる手段を洗い出し、効
率的に達成しうる手段、管理項目（KPI)を設定します。

改善項目

の検討

【ゴール】
データの蓄積が出来る状態であり、
実データに基づく営農管理が実施
できる状態

設定した管理項目（KPI)を見るために必要なデータ（どんなデータ
を見たいか）を考え、見える化するための手段（Excelシートの作成、
システムの導入など）を考えます。

データの収集

手段の検討

進め方

対象：
JA岩手ふるさと営農指導員、県普及員、対象
生産者

時期：令和５年３月 （半日）

事前の準備事項

JA岩手ふるさと

生産者

• 【事前】
• 生産者招集および会場のご準備、生産者への依頼事項に関する窓口
• 目標設定ワークショップに基づく産地目標の設定 ※スマサポチームにて記入シート準備

• 【事後】
• 事前確認依頼書の回答

※スマサポチームにて記入シート準備
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第三回ワークショップテーマ：実際のデータを用いた分析

16

• RighrARMを用いたデータ分析基盤の構築後、打ち手実施のためのデータ活用方法をマスターします。
• RaightARMを用いたKPI達成への進捗管理体制を確立します。

実施内容

【ゴール】
比較・分析したいテーマに関して、
RaightARM上にてデータを正し
く見ることができる状態。

前年度で設定した収集データおよび収集方法に基づいて
RaightARMを稼働させます。
事前準備としてデータ分析を行う前にデータ表示画面を検討し、ス
ムーズに分析できる環境を構築しておきます。

打ち手によるKPI達成への改善活動を行います。
そのためにRaightARMを用いたKPI達成への進捗管理体制
（各々が随時PDCAを実施できる状態）を確立します。またKPI達
成への要因をデータを分析することで見極めます。

データ活用

プロセス構築

【ゴール】
KPI達成の要諦となるデータを
、関係各所が管理できる状態。

KPI管理

進め方

2回に分けて実施します。
【1回目】
対象：生産者を含む全体ワークショップ
時期（仮）：R５年5月 データ分析開始時期を想定

【2回目】
対象：生産者を含む全体ワークショップ
時期（仮）：R5年9月

事前準備事項

JA岩手ふるさと

生産者

• 分析画面の検討
• データの提供
• 生産者への依頼事項に関する窓口

• 分析画面の検討
• データの提供
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第四回ワークショップテーマ：結果振り返り

17

• 改善活動によるPDCAを回した結果、KPI達成状況を振り返り、その要因を検証します。
• 一連の改善活動によって得られたメリットを導入コストを算出し、導入効果を把握。求められるスマート農業技術の導入プロセスの体系化を目指しま

す。

実施内容

【ゴール】
KPI達成可否を含めてその要因に
ついて検証・特定できる状態。

改善活動によるPDCAを実施した結果、KPI達成状況を振り返り、
その要因を検証します。次年度に向けて重点的に取り組むべき打
ち手をデータを分析することで見出します。

実績振り返り

【ゴール】
ツールに関わらず、メリットとコスト
を検証し、導入効果の検証・把握が
できる状態。

一連の改善活動によって得られたメリットを導入コストを算出し、
導入効果を把握する。これによりスマート農業技術の導入プロセス
の体系化を目指します。

導入効果把握

進め方

対象：
JA岩手ふるさと営農指導員、県普及員、対象
生産者

時期：R6年2月

事前の準備事項

JA岩手ふるさと

生産者

• 生産者招集および会場のご準備、生産者への依頼事項に関する窓口
• 導入効果の算出

• 導入効果算出への協力
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appendix
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項目別の活用支援の内容
① 新たにスマート農業技術の導入
1) 指導側を対象に産地の課題抽出や、目標、指導計画の立案
2) RightARM技術の試験的導入および活用の支援・導入効果の試算とアドバイス
（１）活用支援する技術の詳細と活用支援の内容

令和４年度ではふるさと農協ピーマン専門部、代表農家５軒へのヒアリング、産地指導者向けのワークショップ等を実施することで、産地の課
題抽出や、スマート農業を活用してどのように産地の課題を解決するか目標、指導計画等を立てる。
令和5年度では部会や生産者を対象に、目標達成のために、試験的に環境モニタリングシステム等から得られたデータを、データ収集・ 分析シ

ステム RightARM for EX にて集積・分析をする。これにより導入効果の試算とアドバイスを行うと同時に、当該産地において最適な栽培管理・
経営管理・農業経営指針の作成を行い、産地全体の生産性向上に寄与する。

RightARMは、営農の生育、環境、管理に関わる様々なデータをデータ基盤に蓄積することが可能である。蓄積されたデータ群は様々な切り口で
可視化されデータに基づく栽培指導、農業経営に役立てることが可能となる。産地としての特産品振興を考える際には、フォローアップが必要な
生産者、または産地をけん引する生産者を産地全体の傾向や他者比較をしたうえで相対的に見極め、適宜フォローアップする必要がある。また、
フォローが必要な生産者は、改善箇所を適切に見極めることが必要であるが、①情報の正確性（そもそもデータがない、またはあっても生産者の
頭の中のみ）②移動効率性（現場まで行って言質を取ること、目視することの手間）の観点から限界がある。RightARMを活用することで産地全体
をデータで捉えるとともに、これまでデータ化されていなかった埋没資産を有効活用することで、JA主導の効率的な産地育成が可能になる。

一方、データを活用した産地指導のためには、ツールの導入だけでなく、指導者の思考そのもののトランスフォーメーション（革命）を起こす
必要がある。ツールの導入とその活用者がそろって持続的なデータ駆動型農業が実現できるよう、そのための人材育成をサポートする。また、産
地や品目特有の分析の切り口については、サポート期間で産地特性を見極め、可能な限りサービスへの実装を試みる。

取組の後半では、実際の栽培データを分析し翌年の栽培・指導計画に反映することで、①単収向上に影響を与える要因の特定、②安定栽培のた
めの経営指針策定を通じて作付面積の拡大に寄与する。
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項目別の活用支援の内容
活用支援により達成されること

サポートチームによる支援のもと、ピーマン栽培に関する生育、環境、管理のデータを一元集約化することで、ピーマン栽培におけ
る要諦を見極める。産地の気候条件やハウス内の環境条件と合わせて生育のデータを可視化することで、生育上フォローが必要なタイミ
ングが生産者または圃場別で特定できる。そうすることで、指導員が現地までおもむき、問題の有無を確認する手間を削減し効率化する
とともに、データに基づく具体的な提言を可能とする。農作物の生育上、生育環境条件と密接な関係があるため、データの可視化、要因
分析に当たっては、奥州地域 の環境データを踏まえた産地のマニュアルの作成を試みる。
また、指導員がデータを活用した栽培指導を実現できたその先には、より多くの生産者を巻き込んだ産地全体のデータ駆動型農業の実

現が望ましい。そのため、事業による活用支援を通じて、生産者向けに指導員がデータ活用の有効性を直接伝えられ「産地自立型データ
駆動型農業」を実現できることを目指す。



©Terracemile.INC 2022, All Rights Reserved.

項目別の活用支援の内容

この支援で得られると想定される産地支援手引き書に書き込むノウハウ

どんなデータをどのように収集して活用支援に生かすか。
栽培の要諦と主な関係因子は何か
収集したデータや、それにもとづく活用法などを産地に理解してもらうために、まとめ方や提示の
仕方にどんな工夫が必要か。
産地の合意を得るためにどのような工夫が必要か。
この技術を産地に定着させることに関与するステークホルダーは誰か。
機器のベンダーなどのステークホルダーの協力を得るためにどのような工夫が必要か。
自治体等との協力関係の持ち方について
スマート農業技術導入に際しての導入効果の試算から把握までのプロセス
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活用支援の総合的な効果
導入が求められるスマート農業技術の選定基準構築・導入効果試算
産地データの蓄積・可視化
生育上重要な要諦の見極めと生産者別圃場別の基準値実達状況の可視化
データに基づく営農指導の取組実装



©Terracemile.INC 2022, All Rights Reserved.

産地支援手引き書の具体的内容
（１）産地支援手引き書の波及性を担保する考え方

想定される手引き書の考え方と活用支援の進め方
ア：手引き書の基本的なコンセプト
データ活用の必要性と関係者の意識醸成を目指す。
イ：対象の経営体を選定した理由
データ活用の意欲・営農ステージ
ウ：想定している手引き書の活用方法
産地や品目に関わらず、今後データ駆動型農業を目指す産地が活用することを想定。

現状把握と課題化の方法
ア：応用を想定している他の経営体の条件
本事業で利用した同様のデータを取得可能であること。
イ：支援を受ける経営体と同様の効果を再現するための条件
データ活用意識が醸成されている、またはされる見込みがあること。
ウ：他の経営体に応用するための具体的な方策
分析に必要な情報の収集・分析方法、収集データに基づく発展計画及び改善目標の立案手順。
エ：手引き書の応用が適切および不適と想定されるケース等
不適：関係機関との連携が見込めない場合。

導入が求められるスマート農業技術の選定基準構築・導入効果試算
改善項目の設定、詳細分析の方法

目標設定と現状を踏まえて、どのような改善策を講じることができるか、実際のデータを用いて検討。
改善施策の提案計画

自圃場の実データを用いて検討できる改善策をワークショップ形式で検討。
改善計画の策定・実行方法

シーズンを通した栽培のデータをもとに振り返り。
改善箇所については具体的な改善策を講じ、生産者にフィードバック。
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産地支援手引き書の具体的内容
（２）想定される手引き書の目次と各項目の記載内容の概要
１．支援を行うことになった背景

当該産地の概況および課題
RightARM技術の概要
導入に期待される効果

２．実地指導の実施状況とその結果（ケーススタディとして）
RightARM技術導入より、奥州地域の施設ピーマン生産者の生産性向上と岩手ふるさと農業協同組合普及員の指導力向上への効果について記載

３．RightARM技術の導入を成功させるためのノウハウ
１）データ活用の必要性と関係者の意識醸成方策
データ活用の必要性、セミナー・ワークショップ等を通じたデータ活用に向けた意識醸成の進め方
２）データを活用した効果的な産地発展計画の立案方策と具体例
分析に必要な情報の収集・分析方法、収集データに基づく発展計画及び改善目標の立案手順、業務改善フレームワーク、効果的な分析手法・手順、具体的な策定例等
３） ピーマン経営体におけるデータ駆動型農業導入モデルと導入効果
生産・経営改善に向け導入が必要なスマート農業技術（環境計測・モニタリング技術等）の紹介、データ駆動型農業導入モデルの提案、技術導入前後の経営収支等の比較による導入効果の
提示等
４）データ分析基盤技術の運用方法
システム操作マニュアル、BI画面の解説、センサー機器類の操作方法等
５）データ活用ノウハウの提供
グラフ・表等の分析方法、指導者・生産者のデータ活用リテラシー向上方策、データを活用した生産者段階における生産・経営改善の取組手順、データを活用した効果的な営農指導方法等
６）導入事例の紹介

先行産地等における具体的な導入事例、導入効果等の紹介。同事業に取組む産地間の交流。
４．RightARM技術を産地に定着させるためのエコシステムの分析

本事業により、RightARM技術が奥州地域に定着するのに関与するステークホルダーを洗い出し、エコシステムの観点から分析する。それぞれのステークホルダーにどのように働きかけた
ら良いかについてとりまとめ、他産地に応用できる点を記載する。

５．この手引き書の活用についての注意事項
以下の様な項目について整理する。
ア：応用を想定している他の経営体の条件
イ：支援を受ける経営体と同様の効果を再現するための条件
ウ：他の経営体に応用するための具体的な方策
エ：手引き書の応用が適切および不適と想定されるケース等

６．この手引き書の問い合わせ窓口


